
～「生きづらさ」をかかえている子どもの立ち直りを支える施設のチカラ～ 

（中２女子作品） （中３男子作品） 
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期 間：１０月 ４日（金）まで 

場 所：福山市人権交流センター ロビー 
（福山市佐波町 262-3 ℡084-951-5700） 

「不良行為をなし，又はなすおそれのある児童」や 

「家庭環境その他の環境上の理由により生活指導等を 

要する児童」が入所する児童自立支援施設が広島県立 

広島学園です。 

２４時間寮生活を送る中で，「自分を変えよう」と 

懸命に生きている子どもたちの作品を展示します。 

       主な交通機関 

鞆鉄バス  

※千年橋行き 

福山駅 ６番のりば 

近畿大学附属広島高等学校 

中学校福山校前下車 

※尾道行き 

福山駅 ６番のりば 

佐波橋停留所下車 



８月２５日（日）ヒューマンシネマサロン 

映画「誰も知らない」 

・・・参加者の声・・・アンケートより 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校を中途退学したけど， 

もう一度勉強したいと 

思っている人 

福山市人権平和資料館企画展 

「人権尊重のまちづくり partⅡ」 
 

期 間 11月 30日（土）まで 

内 容 市民の人権意識，特に同和問題等に関する意識の現状を把握し， 

市民啓発や人権教育を進めていくうえでの課題を明らかにする 

ため，2013年 1～3月に行った企画展「人権尊重のまちづくり」 

の内容をより深めた展示です。 

今の時代にこんな事が有るとは・・・。

でも貧しさの中で育む責任感，胸がいっ 

ぱいになりました。今に感謝しながらもっ

と広く世の中を知るべきだと感じました。 

   （50代～60代） 

前から観たいと思っていた映画でした。

機会を作っていただきありがとうござい

ます。こんなにも重い課題がある世の中に

目をそむけてはいけないと強く感じまし

た。         （50代～60代） 

今のこの時代がどれほど豊か再認識した。 

昭和のはじめ頃までは，この映画のようなこ

とは不思議ではなかったと高齢者の方に教え

ていただいたことがある。自分の存在とは何か

考えさせられた。     （30代～40代） 

高校に行くことが

とてもつらく， 

悩んでいる人 

中学校を卒業後， 

進学も就職もして 

おらず，悩んでいる人 

「中高生・保護者のための相談室」 

※相談室 電話相談：０８４－９５２－３９５５ 
（毎週水曜日・土曜日 午後１時～６時） 

※学習室もあります 

事務局 携帯電話：０９０－１３５２－４５７７（北村） 

（福山市人権交流センター団体交流室登録団体） 

高校を中途退学して， 

これからどうしたらいいか 

迷っている人 

就職したいけど，

どうしたらいいか 

迷っている人 


